


吉平酒店よもやま話 
 久々のよもやま話となってしまいました。4 月号を発行出来なかった理由としては、予想以上に

世の中が動き始め吉平酒店の動きも活発になったと同時に馳走よしひらの再開もあり、引き続きイ

レギュラーばかりの子育てという中で、夫婦共々気付けば 4 月が終わる…というあっという間の 1
ヵ月でした。5 月こそは頑張ります‼ 
 
 さて、3 月は馳走よしひらのお花見弁当でしたので今月は久々にワインの話をしたいと思います。

近年当店がメインで取り扱うフランス・ブルゴーニュ地方のワインは値上がり幅が激しく、毎年何

百円単位の値上がりだったのが何千円単位になりつつあります。勿論今後も毎年これが続くとは思

いませんが、良くて据え置きだと思いますのでブルゴーニュワインに求められる期待値が高くなっ

ていると思います。そんな中ですが今回は今が買い時のブルゴーニュワインのご紹介です。 
 
・Domaine Andre Bonhomme(ドメーヌ アンドレ ボノーム) 
 アンドレボノームはブルゴーニュワインのメインストリートであるコートドールを南に進んだ

マコネ地区ヴィレクレッセ村にあり、マイナー地域の印象がありますが同じマコネ地区のプイィフ

ュイッセ村にプルミエクリュ昇格が決まった事で注目を集めている地区でもあります。今がお買い

得というのにも関わっており、もしヴィレクレッセがプルミエクリュ昇格をした場合は必然と価格

が上がりますので、そういった意味でも今がお勧めな生産者です。 
 
・最新ヴィンテージ 2020 年産の上級キュヴェ 3 選のご紹介です。 
VIRÉ CLESSÉ “Les Prêtres de Quintaine” (ヴィレクレッセ“レ プレトル ド カンテーヌ”) 

“カンテーヌ村の司祭”を意味し礼拝堂前の畑の平均樹齢 95 年という古木のシャル

ドネから造られており、数ある銘柄の中でも創設 50 年代の復刻ラベルでリリースさ

れている唯一の銘柄です！ 
古木のブドウによる複雑な果実味は厚みがあり、リッチでありながら酸の伸びがあ

るバランスの良さは、まず試していただきたいクオリティーの仕上がりです。 
  
VIRÉ CLESSÉ “Les Quarts” (ヴィレクレッセ“レ カール”) 

上級キュヴェの中では 2018 年初リリースという最新作で“石英”という鉱物を銘柄

に冠しており、土壌へのこだわりも感じられる銘柄です。 
この銘柄の通り石英が土壌に含まれており、インポーターさんの資料には滑らかで

甘美なスタイルとありますが、実際に飲んでみると前半は確かに甘美な印象ですが余

韻にかけてボリューム感と鉱物的なミネラリーな酸のある伸びのある白ワインです。 
 

VIRÉ CLESSÉ “Hommage à Giselle Bonhomme” 
(ヴィレクレッセ“オマージュ ア ジゼル ボノム”) 
ワイナリーの創始者であるアンドレ ボノームの奥様(現当主

の祖母)への敬意を込めた特別な銘柄であり、アンドレボノーム

の最上級銘柄です。他の 5 つの上級キュヴェはそれぞれ畑毎で

生産されているのですが、このワインでは各畑の選りすぐりのシャルドネを

使用しているブレンドワインです。生産本数 1600 本しかなく必然的に入荷

本数も少ないのですが、タイミングが合えば是非お試しいただきたいです！ 


